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1ABSTRACT
This paper examines the potential of the simple monorail system as means of 
transportation. The simple monorail system was developed for use in agriculture, 
and has also been used in forestry and on construction sites. I look at practical 
applications of the simple monorail system and the contributions it can make to 
resolving local issues and developing new local resources, considering several 
case studies of the simple monorail system as a means of transportation and its 
history.
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千足線（Ｂ） 483メートル 約 100回
住民は 1回 100円
住民以外は 1回 300円
中組線（Ｃ） 435メートル 約 100回
住民は 1回 100円
住民以外は 1回 300円






































































郷」を起点・終点として，森の中を 1周する全長 4600メートル，高低差 590メー
トル，最大傾斜度 40度，最頂標高 1380メートルのモノレールである。これら
はいずれも観光用モノレールとしては世界一である。2人乗りのモノレールが

























































































































ジンの広報誌「Ｓ＆Ｕだより」第 165号（2011年 3月 10日発行）を参照。
　http://www.ttn.ne.jp/~marujin/2011su3.pdf
（20）スロープカーはモノレールの仕組みを応用した乗り物で，ラックアンドピニオン方式
で動く。レールは単軌条のものだけではなく，複軌条のもの多い。モノレールと同じく最
大 45度の登坂が可能である。詳しくは「マイナビニュース　鉄道トリビア（119）」を参照。
（http://news.mynavi.jp/series/trivia/119/index.html）
←
←
24 経済理論　368号　2012年７月
ものにとどまらず，地域における移動において「住民自らが運転し，地域全体
で支える（モノレール運営委員会の事例）」仕組みが埋め込まれている点でも
新しい。地方で公共交通を維持していく場合，自家用有償旅客運送などにおい
ては運営主体として非営利組織への期待が高まっている。しかし，人口減少と
高齢化が一層進展している地域では，自助や共助機能が限界ぎりぎりのところ
で維持されており，組織化には地域全体の活性化とセットで考える必要がある。
果樹園地が多くそして「木の国」とも呼ばれ，また限界集落問題を抱える和歌
山県においては，農園体験や森林浴の観光客向け輸送や秘境スポットへの輸送
と集落などへの移動手段をセットにしたモノレールの活用は，新しい地域の資
源ともなり，地域課題の解決にも資すると考える。
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